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船木校区まちづくり懇談会 開催結果報告書 

 

開催日時   令和２年７月３日㈮ １９時～２０時３０分 

場所     船木公民館  

司会・進行  星加船木校区連合自治会長 

参加者数   男  ４６人    女   ９人   合計 ５５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の重点事業に関する質問 

【質疑応答】 

Ｑ．１１号バイパスや総合運動公園など、スピード感を持って政策を実行して欲しい。 

Ａ．１１号バイパスは始まってから３０年以上経過している。今回３－１工区の用地買収も

済んだので、なるべく早期に「いつまでに開通する」というのを、国に示してもらうよう要

望を続けていく。なお、総合運動公園については、早いうちに方針決定を行い「何からやっ

ていくか？」を決めたいと思う。 

 

Ｑ．息子が長野県に居る。長野県の上田市には産後ケアセンターがあり、病院を出た後、親

子で１週間～10 日程度預かってくれて、すごく助かった。新居浜市にそういった場所はあ

るのか？ 

Ａ．子育て世代包括支援センターが立ち上がり、その中の事業の一つとして産婦人科へ委託

を行い、泊まりで親子共々来ていただく事業を実施している。 

 

Ｑ．マイナンバーカードやあかがねポイントなどの話を聞いて思ったが、今の自治会制度は、

お金を集めさせられる。人を集めさせられる。配布物を配布させられる。文句を言ったら怒

られる。こういう状況では、自治会に入ろうかという意欲が沸いてこない。せめて、自治会
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費などでポイント還元を行い、これを市の経済に回すといったことを考えて欲しい。 

Ａ．コミュニティの活性化については、私も就任以来重点事業に掲げているが、ほとんど進

んでいない。公民館も含めた地域の活性化、自治会の活性化を考えることとしているので、

そうした中で皆さんと色々議論をしていきたいと思っている。ポイント還元等については、

コロナの臨時交付金で何か良い案があれば、また考えてみたい。 

 

２．校区課題 

課題① 自治会員減少対策について  … 出席者で話し合い 

■自治会員減少の原因 

 1.自治会に関係する付合いがわずらわしい 

 2.自治会に入っていなくても日常の生活は困らない      

 3.校区（自治会）の行事が多い 

 4.校区（自治会）の役員になりたくない 

 5.校区活動会費・自治会費が高い 

■自治会員減少の原因に対する取組 

 1.校区行事の省力化  

 2.校区関係役員の簡素化 

 3.寄付金の任意化 

 4.協力員の協力 

■今後の取組 

 

課題② ごみステーションの管理について … 出席者で話し合い 

■非自治会員と共用できるごみステーションにするためには… 

 ・自治会員と同じ扱いにする 

 ・掃除当番のメンバーに入ってもらう 

 ・利用料を徴収する（自治会費＋α） 

 ・非自治会員には利用させない     

 

３．その他 

質問❶ 角野船木線への信号機の設置について 

道路の見通しが良く、混雑が少ないことからスピードを出した車両が多い。住民が道路を

横断する際に危険を感じる。 

 

（市長）速度制限や追い越し禁止など、関係機関で速度抑止の方法を検討する。 

［道路課の後日回答］ 

信号機、横断歩道設置については新居浜警察署の管轄となることから、新居浜警察署に確
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認した結果、「信号機は、交通の安全と円滑を図る事を目的に設置することとなり、速度抑

制のために設置する事は難しいと判断します。道路管理者と道路上の安全対策を協議する

とともに、交通指導取締りを通じて運転者の交通規範意識の高揚を図り、交通事故防止対策

に取り組んでまいります。」との回答がありました。 

 新居浜市としては、角野船木線の要望箇所の交差点前後に「交差点注意」の路面表示を設

置することにより、運転者への注意喚起を図ります。 

 

質問❷ 自治会館建設について 

 会員の減少、高齢化により建設・管理に係る費用負担が大きくなっているため、自治会館

を建設する際の補助金補助率をあげてほしい。西条市は補助率が 7／10 となっている。 

［地域コミュニティ課の後日回答］ 

 自治会へは、自治会館の建設補助のほか、施設等の修繕補助、防犯灯の電気代、広報活動

支援など様々な財政支援を行っています。補助率の見直しにつきましては、他市の状況など

も参考にしながら、総合的な自治会への財政支援の中で、今後、検討してまいります。 

 

【市長まとめ】 

◎自治会の加入促進やゴミの問題については、それぞれの自治会でやり方が色々あると思

うが、まずは市の方で皆さんの参考となるような「事例集」のようなものを作ってみて、

事例集をもとにそれぞれの地域で議論いただき、案を作っていただくのが当面の課題か

なと、皆さんの議論を聞きながら思った。 

◎自治会については、公民館、社協支部、あるいは各種地域団体をまとめて、地域運営組織

を作っていこうというふうな事も考えている。自治会員を増やすというのは、中々難しく

なってきているので、あらゆる団体の人を一つにまとめたら、ほとんどの地域の人が全部

その中に所属することになるのではないか、また公民館単位で市役所のような機関を作

ったらどうか？というような議論もある。それを早急に皆さんと議論したいと思う。 

◎ゴミステーションについては、連合自治会のワーキンググループで検討いただいている

ので、手法についてお示しし、それぞれの地域でベターな方法を考えていただきたい。 


